
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
小
比
類
巻
正
規
三
沢

市
議
会
議
長
）
は
7
月
4
日
、
全

国
都
市
会
館
で
第
91
回
理
事
会
を

開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
小
比
類
巻
会
長
か

ら
「
国
の
財
政
状
況
を
考
え
る
と
、

基
地
対
策
関
係
予
算
を
取
り
巻
く

情
勢
は
非
常
に
厳
し
い
。
31
年
度

は
、
3
年
に
一
度
の
基
地
交
付
金

・
調
整
交
付
金
の
増
額
確
保
の
年

度
に
当
た
る
。
基
地
周
辺
対
策
経

費
の
所
要
額
確
保
も
不
可
欠
で
あ

る
。
大
変
厳
し
い
状
況
の
中
、
予

算
の
確
保
や
施
策
の
充
実
実
現
に

は
、
一
致
団
結
し
た
強
力
な
要
望

活
動
が
必
要
」
な
ど
の
挨
拶
を
し

た
。
続
い
て
、
総
務
省
、
防
衛
省

の
講
師
説
明
の
後
、
事
務
報
告
を

了
承
し
、
協
議
に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
基
地
対
策
関
係
施

策
の
充
実
強
化
に
関
す
る
要
望
を

原
案
の
通
り
決
定
。
要
望
で
は
、

重
点
要
望
に
①
基
地
交
付
金
・
調

整
交
付
金
（
総
務
省
所
管
）
の
増

額
確
保
等
②
基
地
周
辺
対
策
経
費

（
防
衛
省
所
管
）
の
所
要
額
確
保

等
―
を
掲
げ
て
い
る
（
左
掲
。
ま

た
、
要
望
書
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
）
。
要
望
に

つ
い
て
は
、
理
事
会
終
了
後
、
地

元
選
出
国
会
議
員
な
ど
に
行
う
よ

う
要
請
し
た
。
ま
た
、
会
員
市
町

村
に
も
要
望
書
を
送
付
し
、
要
望

活
動
を
要
請
す
る
こ
と
、
翌
日
・

5
日
に
正
副
会
長
・
相
談
役
の
要

望
活
動
班
は
要
望
活
動
を
行
う
こ

と
を
報
告
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
今

後
の
会
議
・
要
望
活
動
日
程
に
つ

い
て
、
了
承
し
た
。

な
お
、
講
師
説
明
で
は
、
黒
瀬

敏
文
・
総
務
省
自
治
税
務
局
固
定

資
産
税
課
長
か
ら
基
地
・
調
整
交

付
金
に
つ
い
て
「
何
と
し
て
も
増

額
確
保
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
」

と
発
言
が
あ
り
、
桝
賀
政
浩
・
防

衛
省
地
方
協
力
局
周
辺
環
境
整
備

課
長
か
ら
「
基
地
周
辺
対
策
経
費

は
で
き
る
限
り
、
所
要
額
を
確
保

し
た
い
」
と
発
言
が
あ
っ
た
。

1 基地交付金・調整交付金（総務省所管）の増額
確保等
平成31年度は、固定資産税の評価替えの翌年
度に当たるため、基地交付金・調整交付金につ
いては、これまでの経緯を踏まえ増額すること。
また、基地交付金の対象資産の範囲を自衛隊
の使用する全資産に拡大すること。
なお、調整交付金については、基地交付金と
同様の性格を有していることから、基地関係施
設の所在に伴う特殊な財政需要に鑑み、10％の
マイナスシーリングの対象とならないよう基地
交付金と同様に義務的経費として取り扱うこと。

2 基地周辺対策経費（防衛省所管）の所要額確保
等
� 基地周辺対策事業については、近年、補助
対象施設・範囲の拡大等の適用基準の緩和が
なされたことは評価されるものであるが、今
後更に緩和を図るとともに、所要額を確保す
ること。
特に、特定防衛施設周辺整備調整交付金（調
整交付金）は、基地周辺住民の基地に対する
更なる理解と協力を得るために重要な施策で
あり、基地関係市町村は、同交付金を活用し
つつ生活環境の整備や住民福祉の向上等に鋭
意努力しているものの、基地関係施設の所在
に伴う特殊な財政需要の増大等により厳しい
財政状況にあることに鑑み、同交付金の所要
額を確保すること。

� 在日米軍再編に伴い負担増となる関係市町
村に対しては、十分な支援措置を講じるとと
もに、再編に伴い現行の基地対策関係予算に
支障が生じることのないよう十分配慮するこ
と。
特に、再編交付金については、関係市町村
の要望を踏まえ所要額を確保するとともに、
その交付期間を延長すること。

� オスプレイについては、安全性に対する国
民の不安が未だ払拭されたとは言い難い状況
にあることから、日米合同委員会で合意され
たオスプレイ運用の安全確保策を遵守すると
ともに、配備・飛行訓練等について、関係市
町村に対し十分な説明及び情報提供を行うこ
と。

� 中期防衛力整備計画に基づき、基地の機能
・運用等の変更を検討する場合には、関係市
町村の実情及び地域の意見に十分配慮するこ
と。
また、次期中期防衛力整備計画の策定に当
たっても、関係市町村の実情及び地域の意見
に十分配慮すること。

嶋嶋
村村
元元
会会
長長
がが
逝逝
去去第

51
代
全
国

市
議
会
議
長
会

会
長
を
務
め
た

元
横
浜
市
議
会

議
長
の
嶋
村
勝

夫
（
し
ま
む
ら
・
ま
さ
お
）
氏
が

6
日
、
逝
去
し
た
。
78
歳
。
横
浜

市
出
身
。
葬
儀
は
16
日
、
横
浜
市

内
で
行
わ
れ
る
。
喪
主
は
妻
の
久

江
（
ひ
さ
え
）
さ
ん
。

昭
和
15
年
生
ま
れ
。
昭
和
54
年

〜
平
成
27
年
ま
で
横
浜
市
議
会
議

員
。
7
年
5
月
〜
9
年
5
月
ま
で

第
35
代
横
浜
市
議
会
議
長
、
7
年

6
月
〜
9
年
5
月
ま
で
第
51
代
全

国
市
議
会
議
長
会
会
長
を
務
め
た
。

12
年
藍
綬
褒
章
、
27
年
旭
日
中

綬
章
受
賞
。
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全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
小
比
類
巻
正
規
三
沢

市
議
会
議
長
）
は
7
月
5
日
、
全

国
都
市
会
館
で
基
地
関
係
国
会
議

員
と
の
情
報
連
絡
会
を
開
催
し
た
。

会
議
冒
頭
、
小
比
類
巻
会
長
か

ら
、
要
望
陳
述
（
要
旨
は
下
掲
）

を
交
え
、
「
出
席
の
国
会
議
員
の

方
々
に
は
、
安
全
保
障
環
境
が
一

層
厳
し
さ
を
増
す
中
、
基
地
関
係

市
町
村
の
果
た
す
役
割
を
十
分
ご

賢
察
の
上
、
国
会
の
予
算
審
議
に

お
い
て
、
基
地
対

策
関
係
予
算
の
増

額
確
保
に
向
け
、

特
段
の
支
援
を
お

願
い
す
る
」
な
ど

の
挨
拶
を
し
た
。

続
い
て
、
出
席
国
会
議
員
の
紹

介
、
挨
拶
が
あ
っ
た
（
出
席
国
会

議
員
は
下
掲
）
。

要
望
事
項
等
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
で
は
、
31
年
度
予
算
に
お
け

る
基
地
交
付
金
8
億
円
・
調
整
交

付
金
2
億
円
の
増
額
確
保
や
基
地

周
辺
対
策
経
費
の
所
要
額
確
保
、

特
に
、
い
ま
だ
多
く
の
待
機
者
が

い
る
住
宅
防
音
工
事
に
必
要
な
予

算
措
置
と
、
工
事
の
希
望
か
ら
着

手
ま
で
の
期
間
短
縮
―
な
ど
の
意

見
に
対
し
、
出
席
国
会
議
員
か
ら
、

増
額
確
保
は
極
め
て
重
要
な
課
題

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
の

で
、
力
強
く
要
請
を
し
て
い
き
た

い
、
し
っ
か
り
と
予
算
を
確
保
し

て
懸
案
事
項
解
決
を
し
て
い
き
た

い
―
な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。

小
比
類
巻
会
長
要
望
陳
述
要
旨

1

基
地
交
付
金
・
調
整
交
付
金

（
総
務
省
所
管
）
の
増
額
確
保
等

31
年
度
は
3
年
ご
と
の
固
定
資

産
税
の
評
価
替
え
の
翌
年

度
に
当
た
る
た
め
、
基
地

交
付
金
・
調
整
交
付
金
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

経
緯
を
踏
ま
え
増
額
す
る

こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

調
整
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

基
地
交
付
金
と
同
様
の
性

格
を
有
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
10
％
の
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン

グ
の
対
象
と
な
ら
な
い
よ
う
、
義

務
的
経
費
と
し
て
取
り
扱
う
よ
う

お
願
い
し
た
い
。

2

基
地
周
辺
対
策
経
費
（
防
衛

省
所
管
）
の
所
要
額
確
保
等

基
地
周
辺
対
策
経
費
の
所
要
額

確
保
と
同
事
業
の
適
用
基
準
の
さ

ら
な
る
緩
和
。
特
に
、
ジ
ェ
ッ
ト

飛
行
場
や
砲
撃
演
習
場
、
面
積
の

広
大
な
防
衛
施
設
を
抱
え
る
特
定

防
衛
施
設
関
連
市
町
村
に
対
し
交

付
さ
れ
て
い
る
特
定
防
衛
施
設
周

辺
整
備
調
整
交
付
金
の
所
要
額
確

保
を
お
願
い
し
た
い
。

在
日
米
軍
再
編
に
伴
い
負
担
増

と
な
る
関
係
市
町
村
へ
の
十
分
な

支
援
措
置
、
再
編
交
付
金
の
所
要

額
確
保
を
引
き
続
き
お
願
い
し
た

い
。オ

ス
プ
レ
イ
の
安
全
性
へ
の
国

民
の
不
安
が
払
拭
さ
れ
た
と
は
言

い
難
い
状
況
に
あ
る
こ
と
、
沖
縄

の
在
日
米
軍
機
の
事
故
や
ト
ラ
ブ

ル
が
相
次
い
で
お
り
、

住
民
に
大
き
な
不
安
を

与
え
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
日
米
合
同
委
員

会
で
合
意
さ
れ
た
安
全

確
保
策
の
遵
守
、
配
備

や
飛
行
訓
練
な
ど
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
関
係

市
町
村
に
十
分
な
説
明
、

情
報
提
供
を
お
願
い
し
た
い
。

30
年
度
ま
で
の
中
期
防
衛
力
整

備
計
画
に
基
づ
き
、
基
地
の
機
能

・
運
用
な
ど
の
変
更
を
検
討
す
る

場
合
、
ま
た
、
31
年
度
か
ら
35
年

度
の
次
期
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、

関
係
市
町
村
の
実
情
、
地
域
の
意

見
へ
の
十
分
な
配
慮
を
お
願
い
し

た
い
。

【
出
席
国
会
議
員
】

▽
古
屋
範
子
・
衆
議
院
総
務
委
員

長
▽
寺
田
稔
・
同
安
全
保
障
委
員

長
▽
竹
谷
と
し
子
・
参
議
院
総
務

委
員
長
▽
三
宅
伸
吾
・
同
外
交
防

衛
委
員
長
▽
濵
地
雅
一
・
公
明
党

安
全
保
障
部
会
長
▽
武
田
良
太
・

自
由
民
主
党
防
衛
施
設
問
題
に
関

す
る
議
員
連
盟
会
長
▽
和
田
義
明

・
同
幹
事

基地協

情報連絡会の模様

周
辺
対
策
経
費
の
確
保
要
望

基
地
関
係
国
会
議
員
と
情
報
連
絡
会

挨拶する小比類巻会長

古屋衆議院総務委員長

竹谷参議院総務委員長

濵地公明党安全保障部会長

寺田衆議院安全保障委員長

三宅参議院外交防衛委員長

武田自民党防衛施設議連会長

和田自民党防衛施設議連幹事
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全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
小
比
類
巻
正
規
三
沢

市
議
会
議
長
）
は
7
月
5
日
、
小

比
類
巻
会
長
を
は
じ
め
11
市
村

（
下
掲
）
の
議
長
に
よ
り
、
平
成

31
年
度
基
地
対
策
関
係
予
算
確
保

（
概
算
要
求
前
）
要
望
活
動
を
行

っ
た
。

要
望
活
動
で
は
、
小
倉
將
信
・

総
務
大
臣
政
務
官
、
大
野
敬
太
郎

・
防
衛
大
臣
政
務
官
、
深
山
延
暁

・
防
衛
省
地
方
協
力
局
長
、
中
谷

元
・
自
由
民
主
党
安
全
保
障
調
査

会
長
に
面
談
し
、
要
望
書
を
手
交

の
上
、
要
望
、
意
見
交
換
を
行
っ

た
。要

望
内
容
は
、
7
月
4
日
の
第

91
回
理
事
会
で
決
定
し
た
要
望
の

う
ち
、
特
に
、
重
点
要
望
で
あ
る

①
基
地
交
付
金
・
調
整
交
付
金（
総

務
省
所
管
）
の
増
額
確
保
等
②
基

地
周
辺
対
策
経
費（
防
衛
省
所
管
）

の
所
要
額
確
保
等
―
の
2
項
目

（
1
面
に
掲
載
。要
望
書
は
本
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
）
。

※
要
望
活
動
参
加
市
村

▽
会
長
�
三
沢
市

▽
副
会
長
�
む
つ
市
、
木
更
津

市
、
浜
松
市
、
和
泉
市
、
六

ヶ
所
村

▽
相
談
役
�
千
歳
市
、
相
模
原

市
、
大
和
市
、
岩
国
市
、
佐

世
保
市

7
月
豪
雨
で
甚
大
な
被
害

平
成
30
年
7
月
豪
雨
で
被
害
に

遭
わ
れ
た
地
域
の
方
々
に
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

災災
害害
救救
助助
法法
をを
適適
用用

平
成
30
年
7
月
豪
雨
に
よ
る
災

害
で
、
多
数
の
住
民
が
生
命
ま
た

は
身
体
に
危
害
を
受
け
、
ま
た
は

受
け
る
恐
れ
が
生
じ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
8
府
県
の
58
市
35
町
4
村

（
▽
高
知
県
�
4
市
1
町
1
村
▽

鳥
取
県
�
1
市
9
町
▽
広
島
県
�

9
市
4
町
▽
岡
山
県
�
12
市
4
町

1
村
▽
京
都
府
�
6
市
3
町
▽
兵

庫
県
�
9
市
6
町
▽
愛
媛
県
�
4

市
2
町
▽
岐
阜
県
�
13
市
6
町
2

村
）に
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ

た（
適
用
日
は
7
月
5
日
〜
8
日
）。

被被
災災
者者
生生
活活
再再
建建
支支
援援
法法
をを
適適
用用

平
成
30
年
7
月
豪
雨
に
よ
り
、

住
宅
に
多
数
の
被
害
が
生
じ
た
こ

と
か
ら
、
広
島
市
に
被
災
者
生
活

再
建
支
援
法
が
適
用
さ
れ
た
。
住

宅
が
全
壊
や
大
規
模
半
壊
し
た
世

帯
な
ど
に
つ
い
て
、
被
害
程
度
に

応
じ
基
礎
支
援
金
等
が
支
給
さ
れ

る
（
適
用
日
は
7
月
5
日
）
。

非非
常常
災災
害害
対対
策策
本本
部部
会会
議議
をを
開開
催催

7
月
8
日
、
安
倍
晋
三
・
内
閣

総
理
大
臣
は
、
平
成
30
年
7
月
豪

雨
非
常
災
害
対
策
本
部
会
議
を
開

き
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
の
教
訓
を

十
分
に
生
か
し
、
被
災
府
県
、
被

災
市
町
村
と
し
っ
か
り
と
連
携
し

な
が
ら
、
物
資
の
供
給
や
災
害
対

応
要
員
の
人
的
支
援
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
早
期
復
旧
支
援
な
ど
、
先

手
先
手
で
被
災
者
の
支
援
に
当
た

る
よ
う
述
べ
た
。

非
常
災
害
対
策
本
部
は
、
災
害

基
本
法
に
基
づ
き
、
非
常
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
当
該
災
害
の
規

模
そ
の
他
の
状
況
に
よ
り
当
該
災

害
に
係
る
災
害
応
急
対
策
を
推
進

す
る
た
め
特
別
の
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
設
置
さ
れ
る
。

【2018年7月号】
特集：安心・安全に子どもを育てる
巻頭言：子どもの貧困対策これまで

の道のり、そして未来へ。
近藤弥生

・子ども・子育て支援新制度におけ
る「量的拡充」と「質の向上」

松川勝輝
・子育て家庭を取り巻く現状と
これからの子育ち・子育て支援

八重樫牧子
・子どもの貧困問題における地方公
共団体の役割・対策について

荒井崇

・子ども虐待防止のための課題・
自治体間情報共有 野澤和弘
【現地報告】
・青森県鰺ヶ沢町
・三重県名張市
【特別寄稿】
「田園回帰」に関する調査研究報
告書の概要について 三好健太郎
【連載】
・議会基本条例を議会に活かす・住
民に活かす 吉田利宏
・議会紹介Ver4 田口一博
・議会の予算決算 新川達郎

株式会社

中央文化社
ご注文・問い合わせは
TEL 03‐3264‐2520 又は FAX 03‐3264‐2867
URL http: //chuobunkasha.com/

基地協

概
算
要
求
前
要
望
活
動

Ａ4判・72頁・定価752円（年間購読料9，024円）

議員研修誌 月刊 地方議会人
共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会

小倉総務大臣政務官（左8人目から）大野防衛大臣政務官、深山地方協力局長

中谷自民党安全保障調査会長
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全
国
市
議
会
議
員
互
助
会
は
、

全
国
の
市
議
会
議
員
の
相
互
の
交

流
親
睦
を
深
め
、
相
互
扶
助
を
行

う
こ
と
を
目
的
に
、
現
在
、
任
意

加
入
の
保
険
と
し
て
、
傷
害
総
合

保
険
の
「
全
国
市
議
会
議
員
団
体

補
償
制
度
」
と
疾
病
や
け
が
に
よ

る
入
院
・
手
術
を
補
償
す
る
「
全

国
市
議
会
議
員
医
療
保
険
制
度
」

の
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
来
る
平
成
30
年
8
月

1
日
か
ら
保
険
期
間
を
更
新
す
る

「
全
国
市
議
会
議
員
団
体
補
償
制

度
」
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。

本
制
度
は
、
日
常
生
活
に
お
け

る
け
が
の
補
償
と
賠
償
の
補
償
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

け
が
の
補
償
は
、
日
本
国
内
・

海
外
を
問
わ
ず
、
通
勤
途
上
、
公

務
中
、
家
庭
内
、
職
場
内
、
旅
行

中
な
ど
、
日
常
生
活
に
お
け
る
あ

ら
ゆ
る
け
が
の
補
償
を
い
た
し
ま

す
。
地
震
な
ど
の
天
災
事
故
に
よ

る
け
が
も
補
償
し
て
お
り
ま
す
。

賠
償
の
補
償
は
、
本
人
だ
け
で

な
く
、
配
偶
者
や
同
居
の
親
族
な

ど
が
日
常
生
活
に
お
い
て
、
他
人

を
け
が
さ
せ
た
り
、
他
人
の
財
物

を
壊
し
た
り
し
た
こ
と
に
よ
り
、

法
律
上
の
賠
償
責
任
が
発
生
し
た

場
合
に
、
補
償
を
い
た
し
ま
す
。

本
制
度
は
、
議
員
の
皆
様
の
福

利
厚
生
制
度
で
あ
り
、
一
般
の
保

険
に
加
入
す
る
よ
り
も
有
利
な
保

険
料
・
補
償
範
囲
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

市
議
会
議
員
の
皆
様
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
加

入
に
際
し
て
、
医
師
の
審
査
は
不

要
で
、
特
段
の
申
し
出
が
な
い
限

り
、
翌
年
度
以
降
も
自
動
更
新
い

た
し
ま
す
。

保
険
期
間
は
、
毎
年
8
月
1
日

か
ら
1
年
間
で
、
中
途
加
入
も
随

時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
30
年

8
月
1
日
か
ら
1
年
間
の
保
険
料

は
、
年
齢
に
関
係
な
く
本
人
型
は

月
額
3
5
0
0
円
、
夫
婦
型
は
月

額
5
7
0
0
円
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

夫
婦
型
は
、
議
員

の
方
の
加
入
と
と
も

に
、
配
偶
者
も
補
償

さ
れ
ま
す
。
本
制
度

に
継
続
し
て
加
入
さ

れ
て
い
る
方
は
、
8

月
1
日
補
償
開
始
時

（
契
約
更
新
時
）
の

み
本
人
型
か
ら
夫
婦

型
に
、
ま
た
は
夫
婦

型
か
ら
本
人
型
に
変

更
で
き
ま
す
。

ま
た
、
議
員
を
退
職
さ
れ
る
方

で
、
保
険
契
約
の
継
続
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
引
き
続
き
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト（
30

年
6
月
20
日
付
に
て
各
市
議
会
事

務
局
に
送
付
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

資
料
請
求
は
無
料
で
す
の
で
、
全

国
市
議
会
議
長
会
・
全
国
市
議
会

議
員
互
助
会
ま
で
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
（
☎
0
3
―
3
2
6

2
―
5
2
3
3
）
。

ご案内

全全
国国
市市
議議
会会
議議
員員

団団
体体
補補
償償
制制
度度
全国市議会
議員互助会

全国市議会議員団体補償制度の概要

団体補償制度パンフレット表紙
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